
2027年 3月期 第１四半期決算説明会 主な質疑応答 
 
 
日時：2026年 7月 31日（金） 17時 30分～18時 30分 
 
 
Q：時計事業が大幅増収となった要因は？ 
A：CASIO WATCHでは販売数量の拡大、G-SHOCKでは利益率の改善に重点を置き、そ
れぞれの商品特性、地域特性、損益構造に応じた施策を展開した。CASIO WATCHでは未
着手エリアでのマーケティング強化に加え、高単価商品の拡充や価格適正化を推進した。
G-SHOCKにおいては販促活動を定番商品に集中し、エントリーラインの商品や中価格帯
のメタル商品も伸長した。この結果、G-SHOCK、CASIO WATCH双方共に 2桁伸長し
た。 
 
 
Q：時計事業の今後の見通しは？ 
A：第 1四半期は、CASIO WATCH、G-SHOCKともに世界各地域で販売が伸長した。実販
も堅調であり、流通在庫が積み上がっている状況ではない。需要に対応するための商品在
庫についても、一定の手当てを進めている。 
第 1四半期の実績を踏まえ、第 2四半期の見通しを見直し、上期業績予想を上方修正し
た。まずは上期の公表計画を確実に達成し、下期については上期終了時点の需要動向や販
売状況を踏まえて見直した上で、通期計画に反映させる方針である。 
 
 
Q：北米・欧州での成長要因は？ 
A：北米では、充電や通知対応の煩わしさなどを背景としたスマートウォッチからの需要
回帰が、時計販売の追い風となっている。 
欧州では、CASIO WATCH の販売拡大に早くから取り組んできたことに加え、現在は高単
価商品の拡充や価格適正化を進めている。こうした施策による平均販売単価の上昇が、売
上拡大に寄与した。今後も地域ごとの市場特性を踏まえた施策を展開し、成長を目指す。 
 
 
Q：楽器事業は黒字化できるのか？ 
A：市場環境は厳しいが、構造改革と新製品投入を進め、早期黒字化を目指す方針に変わ
りはない。 
 
 



Q：株主還元方針は？ 
A：株主還元については、中計 3カ年で配当性向 60%と株主資本配当率（DOE）５％水準
を基準とした業績連動且つ安定配当を優先する。その上で、業績や財務状況、必要な成長
投資を考慮し、自己株式取得を検討する。 


